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頁 旧 新 備考 
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浜岡地域原子力災害広域避難計画 

平成２８年３月策定 

平成２９年３月修正 

 

静岡県 

 

（略） 

表１ 浜岡原子力発電所の現況（平成29年２月１日現在） 

区 分 １ 号 機 ２ 号 機 ３ 号 機 ４ 号 機 ５ 号 機 計 

運 転 状 況 廃止措置中 

施設定期検査

中（平成 22 年

11 月 29 日～）

施設定期検査

中（平成 24

年 1 月 25 日

～） 

施設定期検査

中（平成 24

年 3 月 22 日

～） 

 

定格電気出

力 
54 万 kW 84 万 kW 110 万 kW 113.7 万 kW 138 万 kW  

営 業 運 転 

開 始 日 

昭和 51 年 

3 月 17 日 

昭 和 53

年 

11月 29日 

昭和 62 年 

8 月 28 日 

平成 5 年 

9 月 3 日 

平成 17 年

1 月 18 日

使用済燃料

プール貯蔵

容量 

0 体 0 体 3,134 体 3,120 体 3,696 体 計 9,950 体

使用済燃料 

保管体数※ 
0 体 0 体 

2,060 体

（764 体）

1,977 体 

（764 体） 

2,505 体

（872 体）
計 8,942 体

運転終了日 平成 21年 1月 30日  

※ 各号機の使用済燃料プール等での保管体数。括弧内は使用途中の燃料体数（外

数）。合計8,942体（うち使用済6,542体）。１体とは燃料集合体の数であり１体の燃

料集合体には60～74本の燃料棒が含まれる。  

 

（略） 

 

 

参考として、表３に発電所周辺地域の距離別・市町別の人口、表４に距離別・

方位別の人口を示す。 

 

浜岡地域原子力災害広域避難計画 

平成２８年３月策定 

平成２９年３月修正 

平成３０年６月修正 

静岡県 

 

（略） 

表１ 浜岡原子力発電所の現況（平成30年４月１日現在） 

区 分 １ 号 機 ２ 号 機 ３ 号 機 ４ 号 機 ５ 号 機 計 

運 転 状 況 廃止措置中 

施設定期検査

中（平成 22 年

11 月 29 日～）

施設定期検査

中（平成 24

年 1 月 25 日

～） 

施設定期検査

中（平成 24

年 3 月 22 日

～） 

 

定格電気出

力 
54 万 kW 84 万 kW 110 万 kW 113.7 万 kW 138 万 kW  

営 業 運 転

開 始 日

昭和 51 年

3 月 17 日

昭 和 53

年 

11月 29日

昭和 62 年 

8 月 28 日 

平成 5 年 

9 月 3 日 

平成 17 年 

1 月 18 日 

使用済燃料

プール貯蔵

容量 

0 体 0 体 3,134 体 3,120 体 3,696 体 計 9,950 体

使用済燃料

保管体数※
0 体 0 体

2,060 体 

（764 体） 

1,977 体 

（764 体） 

2,505 体 

（872 体） 
計 8,942 体

運転終了日 平成 21年 1月 30日    

※ 各号機の使用済燃料プール等での保管体数。括弧内は使用途中の燃料体数（外

数）。合計8,942体（うち使用済6,542体）。１体とは燃料集合体の数であり１体の燃

料集合体には60～74本の燃料棒が含まれる。  

 

（略） 

 

 

参考として、表３に発電所周辺地域の距離別・市町別の人口、表４に距離別・

方位別の人口を示す。 
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表３ 浜岡原子力発電所周辺地域の距離別・市町別の人口（平成 28 年 4 月 1 日現在） 

PAZ 圏内 PAZ ＋ UPZ 圏内 
市町名 

概ね 0～5km 概ね 0～10km 概ね 0～20km 概ね 0～31km 
11 市町総人口

御前崎市 34,273 34,273 34,273 34,273 34,273

牧之原市 13,678 17,933 46,774 46,774 46,774

掛川市 － 9,745 55,565 117,520 117,520

菊川市 － 12,085 47,823 47,823 47,823

吉田町 － － 28,311 29,702 29,702

袋井市 － － 6,224 87,174 87,174

島田市 － － 5,631 94,532 100,127

磐田市 － － － 125,915 170,311

焼津市 － － － 141,610 141,610

藤枝市 － － － 110,533 146,748

森町 － － － 3,594 18,988

合計 47,951 74,036 224,601 839,450 941,050

                              本計画の対象 

表４ 浜岡原子力発電所周辺地域の距離別・方位別の人口（平成 28 年 4 月 1 日現在） 

PAZ 圏内 UPZ 圏内 
PAZ+UPZ 圏

内 方位 

概ね 0～5km 概ね 5～10km 概ね 10～20km 概ね 20～31km 概ね 0～31km

東南東 9,288 － － － 9,288

東 3,289 － － － 3,289

東北東 5,078 － － － 5,078

北東 7,224 － － 25,009 32,233

北北東 4,137 2,078 54,534 251,276 312,025

北 3,088 3,652 11,910 65,377 84,027

北北西 12,351 7,630 42,391 24,709 87,081

北西 3,496 6,004 23,065 92,799 125,364

西北西 － 6,721 18,665 150,826 176,212

西 － － － 4,853 4,853

合計 47,951 26,085 150,565 614,849 839,450

※１ 距離別の人口は、複数の圏域（5km 圏～31km 圏）に跨る自治区等の場合は距離が短い側の圏域に含めた。 

※２ 方位別の人口は、自治区等が複数の方位に跨る場合は含まれる面積が大きい方位とした。 

表３ 浜岡原子力発電所周辺地域の距離別・市町別の人口（平成 30 年 4 月 1 日現在） 

PAZ 圏内 PAZ ＋ UPZ 圏内 
市町名 

概ね 0～5km 概ね 0～10km 概ね 0～20km 概ね 0～31km 
11 市町総人口

御前崎市 32,996 32,996 32,996 32,996 32,996

牧之原市 13,276 17,406 46,102 46,102 46,102

掛川市 － 9,449 55,169 117,605 117,605

菊川市 － 11,992 47,850 47,850 47,850

吉田町 － － 28,289 29,679 29,679

袋井市 － － 6,213 87,938 87,938

島田市 － － 5,544 93,637 98,909

磐田市 － － － 125,958 169,931

焼津市 － － － 140,189 140,189

藤枝市 － － － 110,096 145,789

森町 － － － 3,515 18,507

合計 46,272 71,843 222,163 835,565 935,495

                              本計画の対象 

表４ 浜岡原子力発電所周辺地域の距離別・方位別の人口（平成 30 年 4 月 1 日現在） 

PAZ 圏内 UPZ 圏内 
PAZ+UPZ 圏

内 方位 

概ね 0～5km 概ね 5～10km 概ね 10～20km 概ね 20～31km 概ね 0～31km

東南東 8,892 － － － 8,892

東 3,216 － － － 3,216

東北東 4,855 － － － 4,885

北東 6,922 － － 24,624 31,546

北北東 5,107 1,973 54,483 139,799 201,362

北 2,977 3,586 11,637 64,507 82,707

北北西 10,866 7,617 42,979 135,033 196,495

北西 3,407 5,867 22,906 93,695 125,875

西北西 － 6,528 18,315 150,949 175,792

西 － － － 4,795 4,795

合計 46,242 25,571 150,320 613,402 835,565

※１ 距離別の人口は、複数の圏域（5km 圏～31km 圏）に跨る自治区等の場合は距離が短い側の圏域に含めた。 

※２ 方位別の人口は、自治区等が複数の方位に跨る場合は含まれる面積が大きい方位とした。 
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（略） 

５ 避難手段 

（１）主な避難手段 

避難手段は、原則として、自家用車とする。この場合は、世帯単位で乗り合わ

せるなどして、渋滞緩和に努める。 

自家用車避難が困難な住民等は、一時集合場所から、バス等の避難手段により

避難を行う。 

（２）避難手段の確保 

 県及び避難元市町は、国の支援を受け、県バス協会等の輸送関係機関や事業者

と協議し、バス等の避難手段の確保に努め、一時集合場所等必要な箇所へ手配す

る。 

バス等で避難が困難な場合や確保台数等が不足する場合は、自衛隊や海上保安

庁へ車両、船舶、ヘリ等の派遣要請を行う。 

【ＰＡＺ圏内の避難フロー（基本例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 避難退域時検査場所候補地等 

 

 

【ＵＰＺ圏内の避難フロー（基本例）】 

 

 

 

 

 

 

 

※ 原則として、全面緊急事態に、自宅に戻り屋内退避をする。 

（略） 

５ 避難手段 

（１）主な避難手段 

避難手段は、原則として、自家用車とする。この場合は、世帯単位で乗り合わ

せるなどして、渋滞緩和に努める。 

自家用車避難が困難な住民等は、一時集合場所から、バス等の避難手段により

避難を行う。 

（２）避難手段の確保 

 県及び避難元市町は、国の支援を受け、県バス協会等の輸送関係機関や事業者

と協議し、バス等の避難手段の確保に努め、一時集合場所等必要な箇所へ手配す

る。 

バス等で避難が困難な場合や確保台数等が不足する場合は、自衛隊や海上保安

庁へ車両、船舶、ヘリ等の派遣要請を行う。 

【ＰＡＺ圏内の避難フロー（基本例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※県が、避難退域時検査場所候補地等において、放射性物質の放出前に避難し

た旨の証明書（放射性物質放出前避難証明書）を発行する。 

 

【ＵＰＺ圏内の避難フロー（基本例）】 

 

 

 

 

 

 

 

※ 原則として、全面緊急事態に、自宅に戻り屋内退避をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅 
一時集合場所 

 

 

避難先 

(UPZ 外) 

バス徒歩

自家用車  

 

避難退域時

検査場所候

補地等※ 

職場

等

自宅 
一時集合場所

バス徒歩

自家用車 

職場

等 

(屋内退避※)

 

 

避難退域時 

検査場所 

一時集合場所 
バス徒歩

自家用車 

 

避難先 

(UPZ 外)

自宅 
一時集合場所 

 

 

避難先 

(UPZ 外) 

バス徒歩

自家用車  

放 射 性 物 質

の 放 出 前 に

避 難 し た こ

と の 証 明 書

の発行※ 職場

等

自宅 
一時集合場所 

バス徒歩

自家用車 

職場

等 

(屋内退避※) 

 

 

避難退域時 

検査場所 

一時集合場所 
バス徒歩

自家用車 

 

避難先 

(UPZ 外)
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６ 避難退域時検査及び簡易除染 

（１）検査場所 

  避難退域時検査及び簡易除染は、県がＵＰＺ境界周辺の静岡県内で実施する

こととし、原子力緊急事態において、避難対象範囲や人数、避難経路等を考慮

し、避難退域時検査及び簡易除染を実施する場所（以下「検査場所」という。）

を開設する。 

  検査場所の候補箇所として、ＵＰＺの東方及び西方の公共施設や高速道路の

サービスエリア・パーキングエリア等をあらかじめ定めるものとする。現時点

の候補箇所は表９のとおり。 

表９ 避難退域時検査及び簡易除染の実施場所の候補箇所 

避難方向 避難経路 候補箇所 備考 

東名高速道路 日本坂ＰＡ、日本平ＰＡ  

新東名高速道路 藤枝ＰＡ、静岡ＳＡ、清水ＰＡ  

国道１号 うぐいすＰＡ、県工業技術研究所  

国道 150 号 （調整中）  

東方 

川根本町内 町内公共施設  

東名高速道路 遠州豊田ＰＡ、三方原ＰＡ、浜名湖ＳＡ、

航空自衛隊浜松基地 

 

新東名高速道路 遠州森町ＰＡ、浜松ＳＡ  

国道１号 （調整中）  

国道 150 号 竜洋海洋公園  

県道 （調整中）  

西方 

森町内 町内公共施設  

 

（２）実施方法 

県は、事業者、関係機関の協力の下、原子力災害時における避難退域時検査及

び簡易除染マニュアル（原子力規制庁原子力災害対策・核物質防護課、平成 28

年９月 30 日）に準拠し、車両用ゲート型モニタ、ＧＭサーベイメータ、体表面

汚染モニタなどの測定器を使用し、汚染検査を実施する。検査の基準値（ＯＩＬ

４）を超えた場合には、簡易除染を行い、基準値を超えないことを確認する。検

査又は簡易除染が終了した後、検査に適合した旨の証明書を発行する。 

なお、避難退域時検査及び簡易除染の実施体制については、別途、実施要領を

定めるものとする。 

 

６ 避難退域時検査及び簡易除染 

（１）検査場所 

  避難退域時検査及び簡易除染は、県がＵＰＺ境界周辺の静岡県内で実施する

こととし、原子力緊急事態において、避難対象範囲や人数、避難経路等を考慮

し、避難退域時検査及び簡易除染を実施する場所（以下「検査場所」という。）

を開設する。 

  検査場所の候補箇所として、ＵＰＺの東方及び西方の公共施設や高速道路の

サービスエリア・パーキングエリア等をあらかじめ定めるものとする。現時点

の候補箇所は表９のとおり。 

表９ 避難退域時検査及び簡易除染の実施場所の候補箇所 

避難方向 避難経路 候補箇所 備考 

東名高速道路 日本坂ＰＡ、日本平ＰＡ  

新東名高速道路 藤枝ＰＡ、静岡ＳＡ、清水ＰＡ  

国道１号 うぐいすＰＡ、県工業技術研究所  

国道 150 号 （調整中）  

東方 

川根本町内 町内公共施設  

東名高速道路 遠州豊田ＰＡ、三方原ＰＡ、浜名湖ＳＡ、

航空自衛隊浜松基地 

 

新東名高速道路 遠州森町ＰＡ、浜松ＳＡ  

国道１号 （調整中）  

国道 150 号 竜洋海洋公園  

県道 （調整中）  

西方 

森町内 町内公共施設  

 

（２）実施方法 

県は、事業者、関係機関の協力の下、原子力災害時における避難退域時検査及

び簡易除染マニュアル（原子力規制庁原子力災害対策・核物質防護課、平成 28

年９月 30 日）に準拠し、車両用ゲート型モニタ、ＧＭサーベイメータ、体表面

汚染モニタなどの測定器を使用し、汚染検査を実施する。検査の基準値（ＯＩＬ

４）を超えた場合には、簡易除染を行い、基準値を超えないことを確認する。検

査又は簡易除染が終了した後、検査に適合した旨の証明書（避難退域時検査済証）

を発行する。 

なお、避難退域時検査及び簡易除染の実施体制については、別途、実施要領を

定めるものとする。 
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７ 安定ヨウ素剤の配布・服用 

  安定ヨウ素剤の服用については、放射性ヨウ素による内部被ばくに対する防

護効果に限定されることから、避難や一時移転等の防護措置と組み合わせて活

用することに留意の上、県及び関係市町は、原則として、以下により安定ヨウ

素剤を服用するよう住民等に指示するものとする。 

 

(１)ＰＡＺ圏内 

県及び関係市は、全面緊急事態に至った時点で、原則として国の指示に基づ

き、直ちに安定ヨウ素剤を服用するよう住民等に指示するものとする。 

ただし、安定ヨウ素剤を服用できない者、３歳未満の乳幼児及び当該乳幼児

の保護者等については、安定ヨウ素剤を服用する必要性のない段階である施設

敷地緊急事態において、優先的に避難するものとする。 

 

(２)ＵＰＺ圏内 

全面緊急事態に至った後に、発電所の状況や緊急時モニタリング結果等に応

じて、避難や一時移転等と併せて安定ヨウ素剤の配布・服用について、原子力

規制委員会が必要性を判断する。県及び関係市町は、原則として国の指示に基

づき、安定ヨウ素剤を配布し、服用するよう住民等に指示するものとする。 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 要配慮者等の避難等 

（略） 

 

 

 

７ 安定ヨウ素剤の配布・服用 

  安定ヨウ素剤の服用については、放射性ヨウ素による内部被ばくに対する防

護効果に限定されることから、避難や一時移転等の防護措置と組み合わせて活

用することに留意の上、県及び関係市町は、原則として、以下により安定ヨウ

素剤を服用するよう住民等に指示するものとする。 

 

(１)ＰＡＺ圏内 

県及び関係市は、全面緊急事態に至った時点で、原則として国の指示に基づ

き、直ちに安定ヨウ素剤を服用するよう住民等に指示するものとする。 

ただし、安定ヨウ素剤を服用できない者、３歳未満の乳幼児及び当該乳幼児

の保護者等については、安定ヨウ素剤を服用する必要性のない段階である施設

敷地緊急事態において、優先的に避難するものとする。 

 

(２)ＵＰＺ圏内 

全面緊急事態に至った後に、発電所の状況や緊急時モニタリング結果等に応

じて、避難や一時移転等と併せて安定ヨウ素剤の配布・服用について、原子力

規制委員会が必要性を判断する。県及び関係市町は、原則として国の指示に基

づき、安定ヨウ素剤を配布し、服用するよう住民等に指示するものとする。 

 

８ 避難経由所 

広域避難は、不慣れな地域への長距離の移動が必要となる場合が想定される

ことから、避難住民が混乱なく、迅速に避難できる体制づくりが求められる。

また、原子力災害、複合災害の影響を受けていない避難先地域にとって、広域

避難の受入が過大な負担とならないよう配慮する必要がある。 

このため、避難先地域の実情に応じて、原子力災害に係る広域避難計画に基

づき避難者が避難する際に、第一目的地となり、且つ、避難者に避難所を案内

する場所として、避難経由所を設置する。 

なお、避難経由所を設置する場合、具体的な所在地や施設名等については、

避難先地域と協議のうえ、避難元市町の避難計画において定めるものとする。

 

９ 要配慮者等の避難等 

（略） 
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表 10 放射線防護施設 

施設の種類 施設名 施設管理者 所在地 

病院 御前崎総合病院 御前崎市 御前崎市池新田

2060 

社会福祉施設

等 

東海清風園 社会福祉法人賛育

会 

御前崎市池新田

4094 

社会福祉施設

等 

灯光園 社会福祉法人御前

崎厚生会 

御前崎市御前崎

35-37 

社会福祉施設

等 

介護老人保健施

設はるかぜ 

医療法人社団あけ

ぼの 

牧之原市菅ヶ谷

1240-1 

社会福祉施設

等 

和松会デイサー

ビスセンター 

社会福祉法人和松

会 

菊川市猿渡 260-1 

公民館（避難

所） 

白羽公民館 御前崎市 御前崎市白羽

5403-20 

公 民 館 （ 避 難

所） 

小笠南地区コミ

ュニティセンタ

ー 

菊川市 菊川市高橋字谷田

3669-1 

公 民 館 （ 避 難

所） 

嶺田地区コミュ

ニティセンター 

菊川市 菊川市嶺田 1272-1 

災害対策拠点

兼避難施設 

掛川市大東支所 掛川市 掛川市三俣 620 

災害対策拠点 牧之原消防署 静岡市消防局 牧之原市波津 191-1

 

 

 

 

 

９ 今後の検討課題 

 

 

 

表 10 放射線防護施設 

施設の種類 施設名 施設管理者 所在地 

病院 御前崎総合病院 御前崎市 御前崎市池新田

2060 

社会福祉施設

等 

東海清風園 社会福祉法人賛育

会 

御前崎市池新田

4094 

社会福祉施設

等 

灯光園 社会福祉法人御前

崎厚生会 

御前崎市御前崎

35-37 

社会福祉施設

等 

介護老人保健施

設はるかぜ 

医療法人社団あけ

ぼの 

牧之原市菅ヶ谷

1240-1 

社会福祉施設

等 

和松会デイサー

ビスセンター 

社会福祉法人和松

会 

菊川市猿渡 260-1 

社会福祉施設

等 

養護老人ホーム 

相寿園 

相寿園管理組合 牧之原市菅ヶ谷

1042 

公民館（避難

所） 

白羽公民館 御前崎市 御前崎市白羽

5403-20 

公 民 館 （ 避 難

所） 

小笠南地区コミ

ュニティセンタ

ー 

菊川市 菊川市高橋字谷田

3669-1 

公 民 館 （ 避 難

所） 

嶺田地区コミュ

ニティセンター 

菊川市 菊川市嶺田 1272-1 

災害対策拠点

兼避難施設 

掛川市大東支所 掛川市 掛川市三俣 620 

災害対策拠点

兼避難施設 

御前崎市役所西

館 

御前崎市 御前崎市池新田

5585 

災害対策拠点 牧之原消防署 静岡市消防局 牧之原市波津 191-1

 

10 今後の検討課題 

 

 


